「皆さん、 此の 列車 はもう ここより 進みません。」 

人々 は 息 を 抜かれた やうに 黙って ゐた。 

rH、 K 間の 線路に 故障が 起リ ました。」 

「車掌！」 

「どうした ッ。」 

「皆さん、 この 列車 はもう ここより 進みません。」 

「金 を 返せ ッ。」 

rH、 K 間の 線路に 故障が 起り ました。」 

「通過 はいつ だ？」 

「皆さん、 此の 列車 はもう ここより 進みません。」 

車掌 は 人形の やうに 各室 を 平然として 通り抜けた。 



またたかる、 

チヨ イチ ョ ィ。， - 

彼 は その 眼前の 椿事 は 物ともせず、 恰も 窓から 視ぃ 

た 空の 雲の 塊 リに嚙 みつく やうに、 口 を ぱくぱく やり 

ながら。 その 時で ある。 崩れ 出した 人波の 中へ 大きな 

一 つの 卓子が 運ばれた。 そこで 三人の 駅員 は 次の やう 

な 報告 をし 始めた。 

「皆さん。 お急ぎの 方 はこ こ へ 切符 をお 出し 下さい。 

S 駅まで 引き返す 列車が 参ります。 お 急ぎ のお 方 は そ 

の 列車で S 駅から T 線を迂 廻して 下さい。」 

さて、 切符 を 出す もの は？ 群衆 は 鳴り を ひそめて 



しゃん 癩の種 

癩の 種。」 

歌 は瓢々 として 続いて 行った。 振られる 鉢巻の 下で 

は、 白と 黒との 眼 玉が 振り子の やうに。 

それから 暫くした ときであった。 一人の 駅員が 線路 

を 飛び越えて 最初の 確実な 報告 を齎 した。 

「皆さん、 H、 K 間の 土砂 崩壊の 故障 線 は 開通いた し 

ました。 皆さん、 H、 民間の …… 」 

しかし、 乗客の 頭 はた だ 一 つ 鉢巻の 頭であった。 し 

かし、 急行列車 は 烏 合の 乗合馬車の やうに 停車して ゐ 

る こと は 出来なかった。 車掌の 笛 は 鳴り響いた。 列車 
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